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食品表示法③(保健事項) （２）栄養強調表示について説明します。



ここでは、「栄養強調表示」について説明します。

食品表示法に基づき、栄養成分表示をする必要のある食品は栄養機能食品、特定保
健用食品、機能性表示食品、一般食品の4種類に分類されていますが、

ここでは一般食品に栄養成分の量及び熱量について「◯◯を含有」や「低◯◯」のよう
な栄養強調表示をする場合について説明します。

栄養成分表示の表示方法について知りたい方は、「（１）栄養成分表示の表示方法につ
いて」の資料をご確認ください。
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これからの説明は、消費者庁が発出している「食品表示法に基づく栄養成分表示のた
めのガイドライン（第４版）」及び関連法令に基づいたものとなっております。

ガイドラインは更新されますので、最新版をご確認ください。令和５年８月時点での最新
版は第４版です。

栄養成分表示をする際は必ずガイドライン等をご確認いただき、栄養成分表示してくだ
さい。

このガイドラインは消費者庁のウェブサイトに掲載されています。スライド15で案内して
おります。
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容器包装に栄養強調表示や保健機能を表示する際には、栄養成分表示を省略できる
場合に該当しても、食品表示基準に従って栄養成分表示をしなくてはいけません。

4



たんぱく質や食物繊維などのように、欠乏が国民の健康の保持増進に影響を与えてい
る栄養成分、あるいは、熱量やナトリウムなどのように、過剰な摂取が国民の健康に影響
を与える栄養成分については、義務表示にプラスして補給ができる旨の表示や、適切
な摂取ができる旨の表示である栄養強調表示をすることができます。

栄養強調表示をする際の規定は定められており、栄養強調表示をする場合この規定を
満たす必要があります。

補給ができる旨の表示の規定が定められている項目は、たんぱく質、食物繊維、ミネラ
ル類（ナトリウムを除く）、ビタミン類があり、具体的には、高い、多い、含む、などの表現
があります。

適切な摂取ができる旨の表示の規定が定められている項目は、熱量、脂質、飽和脂肪
酸、コレステロール、糖類、ナトリウムがあり、具体的には、含まない、低い、少ないなど
の表現があります。
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こちらは、栄養強調表示の表現の例です。

上段が、栄養成分の補給ができる旨の表現例、中段が、栄養成分又は熱量の適切な
摂取ができる旨の表現例、下段は糖類を添加していない旨又はナトリウム塩を添加して
いない旨の表現例になります。

栄養強調表示をする際は、消費者に誤認を与えない表現により表示しなければなりま
せん。なお、「減塩」や「ノンシュガー」のように塩、シュガー、脂肪、糖といった表現につ
いても栄養強調表示の規定が適用されます。
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栄養強調表示には、基準値以上、以下、未満の表示があり、それぞれ規定があります
ので、表示をされる場合はそれぞれの規定をご確認のうえ、ご相談ください。
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他の同種の食品と比較して強化された旨又は低減された旨を表示する相対表示につ
いても、表示をされる場合はそれぞれの規定をご確認のうえ、ご相談ください。
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これは、栄養成分の補給ができる旨の栄養強調表示をする際の各栄養素の基準値で、
食品表示基準の別表第12を表にまとめたものです。

例えば、「カルシウム豊富」と表示したい場合には、豊富は高い旨を示す表現例となりま
すので、製品100g当たりの場合、カルシウムが204㎎以上含まれていることが必要です。
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これは、栄養成分又は熱量の適切な摂取ができる旨の栄養強調表示をする際の各栄
養素の基準値で、食品表示基準の別表第13を表にまとめたものです。

例えば、熱量については、100ml当たりの場合、5kcal未満であれば、「カロリーゼロ」等
の含まない旨の表示をすることが出来ます。

他にも記載がありますので、よくご確認ください。
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栄養強調表示をする場合の表示値の求め方については、一般用加工食品と一般用生
鮮食品で規定が異なるので、ご注意ください。

一般用加工食品は、強調したい栄養成分及び熱量は、食品表示基準で定められた方
法で分析して求めた値を表示し、その他の表示はするが強調はしない栄養成分及び熱
量については、規定の分析方法によって得られた値以外も可能ですが、計算等の合理
的な推定により得られた一定の値である値（推定値）を使うことはできません。強調しな
い栄養成分でも必ず分析が必要です。

一般用生鮮食品は、強調したい栄養成分及び熱量は、食品表示基準で定められた方
法で分析して求めた値を表示し、その他の表示はするが強調はしない栄養成分及び熱
量については、規定の分析法を使わなくてもよく、計算等の合理的な推定により得られ
た一定の値も表示可能です。
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強調したい栄養成分及び熱量について規定の分析方法は食品表示基準別表第９第３
欄に示されており、この方法によって得られた値でないと表示をすることができません。
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「食品表示基準について」という通知の中で、栄養強調表示の留意点について説明さ
れているので、通知全文を通して、よくご確認ください。
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ここまで、食品のパッケージに栄養成分を強調する場合の方法について説明してきまし
た。参考に、販売時の広告等の表示に関する制度を紹介します。

健康増進法第 65条第１項は、健康保持増進効果等についての虚偽誇大表示を禁止し
ています。

これは、実際には表示どおりの健康保持増進効果等を有しない食品であるにもかかわ
らず、一般消費者がその表示を信じ、表示された効果を期待して摂取し続け、ひいては
適切な診療機会を逸してしまう事態を防止することを目的とするものです。

詳細は消費者庁ウェブサイトに公開されている、「健康食品に関する景品表示法及び
健康増進法上の留意事項について」をご確認ください。
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最後に栄養強調表示のまとめです。

①栄養成分を補給ができる旨、栄養成分又は熱量の適切な摂取ができる旨を表す表
現は、栄養強調表示になります。

②栄養強調表示をする場合は、小規模事業者等栄養成分表示を省略できる場合であ
っても栄養成分表示を省略できません。

③強調できる栄養成分は、食品表示基準別表第12、第13に規定されており、その表示
値は必ず食品表示基準別表第９第３欄で定められた方法によって得られた値に限られ
ます。その他の表示する栄養成分及び熱量は、別表第９第３欄で定められた方法以外
も可能ですが、原則計算等の合理的な推定により得られた値では表示できません。詳
細はスライド11で確認してください。
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食品の容器包装に栄養成分表示をするための詳しい内容・最新情報については、消費
者庁ウェブサイトからご確認ください。

食品表示企画の「食品表示法等（法令及び一元化情報）（新制度はこちら）」から関係
法令を確認できます。

「食品表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドライン」は、食品表示企画の「食品
表示法等（法令及び一元化情報）（新制度はこちら）」の「食品表示基準に関するガイド
ライン等について」から確認できます。
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各保健福祉事務所へご相談される場合には、事前に消費者庁から出されている関係法
令等をよくご覧ください。本日お話した内容も、「食品表示法に基づく栄養成分表示の
ためのガイドライン」に沿っています。

以上で、栄養強調表示についての説明を終わります。
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